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ｲ 憂稚の極み

ミキモトパール

白い紙に害力 ､ れていく

言葉のように

ミキモトパールの

美しさは貴女の , 心に

鮮やかな印象を

記していきます

噸御木本真珠店
神戸店＝三の宮一神戸国際会館
Ｔｅ１．２２－００６２

大阪支店＝堂島一新大ビノレ
Ｔｅ１．３６３－０２４７

京者E ＝ミキモトパール京者Ｂ（新門前ｺ ﾞ 国り）
Ｔｅ１．５４－８１７１

者 B ホテル。京都ホテル・京都国際ホテル
汰阪＝阪神・高島屋・松坂屋
本店＝東京一金艮座四丁~ 目

戸
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＝
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一

黒
く
日
焼
け
し
た
女
た
ち
の
顔
の
中
に
太
陽
の
黒
点
の

よ
う
に
し
み
や
そ
ば
か
す
が
ち
ら
ば
っ
て
い
る

そ
の
女
の
白
い
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
が

傾
斜
地
を
足
早
に
通
り
過
ぎ
た
。 琴
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１１月１日→１９日１１月１日→１９日
､ 世界を一つにグレートセール､ｎ月 ､ 世界を一つにグレートセール､ｎ月
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b 拶

h 皇

今
年
一
皮
の
「
』
栂
の
に
亥
王
」
に
唖
選
ば
れ
た
村
井
道
子
さ
ん
は
、
田
上
南
，
寓
子
‐
大
堂
’
（
伽
再
凹
生
）
に
在
学

中
‐
の
坐
実
し
い
お
嬢
さ
ん
。
「
今
‐
は
と
て
も
自
信
が
な
い
け
ど
、
｛
目
分
自
汽
身
の
紐
教
養
を
高
め
、
知
識
を
広

め
る
よ
う
一
生
懸
命
努
力
し
ま
‐
す
」
と
キ
ッ
パ
リ
と
語
る
村
井
さ
ん
。
パ
ッ
チ
リ
と
，
大
き
な
瞳
が
印

象
的
だ
。
「
海
の
女
王
』
に
決
定
し
た
時
、
家
族
の
人
に
は
秘
密
に
し
て
い
た
そ
う
で
、
パ
パ
と
マ
マ

に
昨
》
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
ノ
，
」
と
イ
タ
ズ
ラ
シ
ぼ
く
肩
を
、
す
く
め
て
笑
う
。
‐
あ
で
や
か
さ
と
清
楚
．
な
雰
囲

気
と
を
も
っ
た
、
明
か
る
く
快
活
な
お
嬢
さ
ん
で
あ
る
。

芝
生
の
緑
の
中
で
、
ゴ
ル
フ
の
ク
ラ
ブ
を
振
る
村
井
さ
ん
。
そ
の
ス
ン
ナ
リ
と
伸
び
き
っ
た
美
し

い
肢
体
。
小
麦
色
の
肌
に
、
初
秋
の
陽
光
が
あ
た
る
時
、
彼
女
の
清
々
し
い
魅
力
が
一
層
冴
え
る
。

ゴ
ル
フ
の
ほ
か
に
、
旅
行
、
ド
ラ
イ
ブ
、
手
芸
、
ピ
ア
ノ
を
弾
く
こ
と
と
、
巾
広
い
趣
味
を
も
つ
現

代
っ
子
。
昭
和
一
一
‐
十
一
年
、
西
宮
の
生
ま
‐
れ
。
姉
と
二
人
姉
妹
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
遊
ぶ
時
な
ど
、

，
す
べ
て
〃
柚
叩
戸
″
と
い
う
，
大
の
神
一
戸
フ
ァ
ン
。

‐
（
学
で
の
専
攻
は
国
文
科
で
、
卒
論
に
は
、
高
村
光
太
郎
の
詩
「
道
程
」
を
と
り
あ
げ
る
と
い
う

文
堂
，
好
き
の
お
雄
（
さ
ん
。
「
こ
れ
か
ら
は
堂
●
紳
吟
の
方
と
お
仕
事
と
あ
る
の
で
、
忙
し
く
な
り
そ
う
／
」

と
は
り
き
る
村
井
さ
ん
。
ミ
ナ
ト
神
戸
の
美
し
い
プ
リ
ン
セ
ス
と
し
て
、
十
分
に
そ
の
‐
大
任
を
果
し

て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
〈
﹇
尼
崎
の
自
宅
に
て
〉

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

村
井
道
子
〈
昭
和
四
十
二
年
度
『
海
の
女
王
』
〉

司置や弓画面一
野

》

』

蝉
鍵
鹸

が
侭
理
窟
一
紅
零
Ｆ
か

ぶ
；
“
電
皿
Ｈ
＃
鍬：

令

ｑ

丸
茜

』由■…し二戸完圃

一i填塾陸、

‐1蕊蕊
蔀

鍵
､ 埴と

．』管麟

カ
メ
ラ
・
浜
岡
収

馴
函
一

1７
h

hg畳可隆＝
可

凌爾

【

鶴
』

識
謹

Ｌ

蕊:噂
胡

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



さんちか唯一の和風茶寮が、みなさまの憩いの場として、ラジオ関西、サテスタ〃の前に新設さ
れます。いちばん求められるものをご満足願えるサービスで快適なムードの中にご満喫いただき
たいと念じています。風月堂7 0 周年の記念塔として、ご愛顧とご指導を賜われば、これに過ぎる
慶びはございません。

９月~１日
オープン.〃

風月堂

‐釦淳ら

＝

ﾉ冒し月堂ｾﾝﾀｰ街尋- －
本店元町３丁目ＴＥＬ3 9 - 2 4 1 2 ～６

さんちか店スイーツタウンＴＥＬ３９－３４５５

訳 ，削嘉三一
サロン
タウン

さんちか

茶 寮
関

ﾛ

星弘月堂

岬

ス
イ
ー
ッ
タ
ウ
ン
入
口

▼

，
心
．

１
１

ファンシータウン

▲

ﾊｲﾓー ﾄ゙↓き
タウン「

ロ「 ぐ三富駅中孝道曙拝雨需-……
…’ﾕｲｰﾂﾀｳ〉

」‐ロ幻．

国際会館伝
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》 ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

大
岩
達
和
〈
大
貴
産
業
Ｋ
Ｋ
社
長
・
兵
庫
県
発
明
協
会
会
長
〉
カ
メ
ラ
。
浜
岡
収

「
困
難
な
障
碍
や
壁
に
ぶ
つ
か
る
と
、
ま
す
ま
す
フ
ァ
イ
ト
が
わ
き
ま
す
」
と
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
語
る

大
岩
達
和
氏
。
「
愛
す
る
神
戸
を
美
し
い
町
に
し
た
い
，
．
．
」
と
、
十
四
年
間
か
か
っ
て
、
コ
ッ
コ
ッ
と
研
究

を
始
縦
け
、
ゴ
ミ
の
す
べ
て
を
強
哩
放
す
る
鈴
側
白
勿
じ
ん
か
い
焼
却
爾
炉
を
完
成
し
、
県
知
赤
李
賞
を
う
け
た
人
だ
。

こ
れ
を
企
業
化
し
た
会
社
の
社
長
で
も
あ
る
大
岩
氏
は
、
昼
は
仕
事
、
夜
は
設
計
や
研
究
活
動
と
、
超
人

的
な
活
躍
ぶ
り
。
「
で
も
体
力
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。
五
分
間
だ
け
熟
睡
す
れ
ば
平
気
〃
．
．
」
と
ニ
ッ
コ
リ

欽
六
や
７
・

播
州
赤
穂
の
出
身
。
神
戸
・
高
等
工
業
機
械
科
卒
。
子
供
の
頃
か
ら
、
数
学
や
物
理
、
機
械
い
じ
り
が
大

変
好
き
で
、
発
明
の
マ
ネ
ご
と
を
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
以
来
、
〃
よ
り
便
利
な
も
の
〃
へ
の
発
明
工
夫

に
没
頭
し
て
き
た
．
「
発
明
な
ん
て
思
い
つ
き
で
は
な
く
、
研
究
の
菰
み
重
ね
と
努
力
で
す
よ
」
と
温
厚
な

表
一
情
に
瞳
が
輝
く
。
今
ま
で
の
特
許
件
数
は
一
三
０
件
。
現
在
、
「
考
伺
臭
・
去
伺
害
ガ
ス
及
び
微
細
塵
の
処

理
装
置
に
つ
い
て
』
の
研
究
を
申
請
中
。
ま
た
十
二
年
前
か
ら
、
こ
れ
が
完
成
す
る
と
日
本
の
造
船
界
に

大
革
命
を
も
た
ら
す
よ
う
な
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
研
究
も
続
け
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
も
剣
道

四
段
、
詩
吟
も
師
匠
格
、
料
理
も
名
コ
ッ
ク
と
万
能
型
。

理
論
と
実
際
と
を
一
致
さ
せ
、
不
屈
の
精
神
と
根
性
を
も
っ
た
情
熱
家
、
大
岩
達
和
氏
。
研
究
、
行
動

の
両
面
に
お
け
る
今
後
の
活
剛
が
期
待
さ
れ
る
。
四
十
九
才
。

〈
写
真
右
は
焼
却
炉
の
前
に
て
。
左
は
垂
水
区
の
自
宅
に
て
〉

、-１

唖

と

刺§”
蕗彊田切標彦

輔Ｐ

ー

＃

ｄ
砥
・
℃

●

Ｐ

１
１８
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弘
癖蕊ダ

切
目
画
く
四
曲
屑
】
く
い
気
門

､

本社・神戸市葺合区旗塚通６－９
三宮店・神戸新聞会館秀品店内
銀座店。東京都中央区銀座西６－５
ﾊ ﾟ ｰ ﾙ ファーム・溜池電停前( ショールーム）
ヒルトン店・東京ヒルトンホテル内
オーダ二店・ホテル・ニューオータニ内
札幌店・札幌パークホテル内

鰐: 鴬蹴売雛茄線⑤

デザイン・石阪春生／カメラ・杉尾友士郎/ 衣裳･ 中島難子

あなたの佳き日にタサキパーノレ

田 崎真珠

右
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､

ダ

§

穂

詩
を
創
り
、
文
学
を
論
じ
、

人
生
を
語
っ
て
賜
年
。
〃
輪
の

会
″
は
現
代
詩
の
分
野
で
画
期

的
な
動
き
を
み
せ
て
い
る
．

文
学
思
想
の
変
遷
に
み
ら
れ

る
芸
術
革
命
の
立
場
か
ら
従
来

の
詩
的
概
念
を
く
つ
が
え
し
、

詩
的
表
現
や
詩
的
構
造
の
枠
を

根
底
か
ら
突
き
破
ろ
う
と
す
る

と
こ
ろ
の
ア
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
（
芸

術
前
衛
）
の
運
動
が
あ
り
、
も

う
ひ
と
つ
は
こ
れ
と
ち
が
っ
て

社
会
的
・
思
潮
的
な
立
場
を
と

り
、
そ
こ
に
一
定
の
階
級
的
性

格
を
も
つ
無
産
階
級
文
学
の
撞

頭
で
、
こ
の
二
つ
は
最
初
漠
然

と
ま
じ
り
あ
い
、
そ
れ
に
時
代

的
変
革
の
機
運
が
う
な
が
さ
れ

た
と
い
え
る
。

輪
の
会
は
後
者
の
文
学
活
動

で
あ
る
が
、
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と

り
は
い
う
「
私
た
ち
は
あ
る
意

味
で
現
代
詩
を
通
じ
て
人
間
性

の
回
復
を
計
っ
て
い
る
の
で
す
」

…
…
…
と
。

教
員
、
商
店
、
王
、
会
社
員
、

主
婦
、
公
務
員
と
職
業
は
多
種

多
様
な
メ
ン
バ
ー
の
構
成
で
あ

り
、
さ
る
七
月
に
発
行
し
た
こ

の
会
の
同
人
誌
〃
輪
″
は
朗
号

目
を
か
ぞ
え
て
い
る
。
内
容
は

詩
・
創
作
・
批
評
で
、
常
に
前

向
き
な
激
し
い
息
吹
き
を
感
じ

さ
せ
て
い
る
。

写
真
は
左
か
ら

海
尻
巌
（
農
協
職
員
）
伊
勢
田

史
郎
（
会
社
員
）
中
村
隆
（
金

物
店
主
）
直
原
弘
道
（
不
動
産

業
）
丸
本
明
子
（
主
婦
）
岡
見

裕
輔
（
会
社
員
）
里
見
一
夫
（
銀

行
員
）
な
か
け
ん
じ
（
大
学
教

授
）
北
見
哲
哉
（
公
務
員
）

欠
席
同
人
Ｉ
各
務
豊
和
（
会
社

員
）
貝
原
六
一
（
画
家
）
灰
谷

健
次
郎
（
き
り
ん
主
宰
）
桑
島

玄
二
（
会
社
員
・
広
島
在
住
）

赤
松
徳
治
（
大
学
院
生
）
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９月号目次

表紙小磯良平
l S e c o n b C o v e r ／津高和一
３ズーム・アップ／撮影＝浜岡収
⑰村井道子⑬大岩達和

７ある集い／輪の会
９コウベ☆スナップ
１３わたしの意見／田中茂
１５随想／秋に想う・宮地孝

随想／秋・畑マス子
随想／海から海へ・日下晃

１８ある集いその足あと／輪の会
２１随想／鎮魂の町一神戸・楠本憲吉
２３随想／ススキ・ハブラシ・市野弘之
２５随想／朝寝坊と早起き・十河巌
２９神戸っ子対談／直木太一郎・永田良一郎
３３経済ポケットジャーナル・ＫＯＢＥオフイスレ
３４技術ジャーナル／ＳＤＣ工法・諸岡博熊
３７パイオニア神戸⑨／ランバス・有井基
４３永井達七さんを』悼む／竹田洋太郎
４４神戸アーバンデザイン／水谷頴介＋

神戸モダーンリビング／チームＵＲ
４６ＣｌＮＥＭＡ⑭／淀川長治
４８動物園飼育日記⑯／亀井一成
５１L e t ，s G o A m e r i c a n F o o t B o l l ⑨／米田；
５２ＫＯＢＥＬＯＯＫ／福冨芳美
５４結婚特集( 1 ) 愛の日のために
７７対談■冒険と恋と神戸

鹿島郁夫／聞く人・足立巻一
８９男の気持③向井修二
９２神戸遊戯誌⑬ボート〈２＞＝青木重雄
９７れんさいマンガ⑲ベツコ／永井文明
９９ミニミニ神戸っ子
1 0 0 ポケットジャーナル
1 0 4 結婚特集( 2 ) コント／あ寧結婚＝春木一夫
1 1 4 連載小説＝兵庫の女く十九回＞／武田繁太郎
1 2 1 対話１２ヶ月

対話＝安水稔和・カメラ＝緒方しげを
カメラ／米田定蔵・赤松慶三郎
レイアウト・カット／港野千穂

デイ

これは神戸を愛する人々の手帖ですあなたのくらしに楽しい夢をおくる
神戸を訪れる人にはやさしい道しるべこれは神戸っ子の心の手帖です

ー

=ローーニ■ー●■､守凸ﾁﾞ咽ご凸客毎戸里■Ｆ■ー＝＝らロー～■千“ー■空、や-.-｡ー、安伊西島▽｡一
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勺

1２

慰鍵
■神戸三宮駅前にて国鉄・阪急。
阪神へと最も足場がよく参列者
のかたがたからご好評をいただ ,
いております。

園新婚旅行宿泊ご優待
挙式されましたお二人様を新大
阪ホテルチェーンのホテルヘー
泊ご優待申し上げます。

■披露宴お－人様2 , 0 0 0 円より

新大阪ホテルチェーン

禰戸1亘臓7告テZ/Z，
神戸国際会館内ＴＥＬ〈2 2 ＞８０５１

ウェディングケーキ・お菓子のお値段は、ご希望に
応じて如何ようにもご調製申し上げます。

》
子
施

．
》
》

ド．イツ蒙二語Ｚ一八一丁△
本店神戸市生田区下山手２－３１( 生田神社前）電話（3 3 ）００３７．１６９４．８０６３
三富店神戸市生田陛三宮町３－１５( 大丸前市電筋）逓話（3 3 ）2 1 0 1 , （3 9 ）３８Ｏ８
さんちか店神戸市三宮地下街スイーーツタウン髄話（ 3 9 ）３５３９
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災害対策には
英断を

’
1３

今
回
の
災
害
は
戦
後
の
神
戸
に
と
っ
て
は
最
大
の
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
と
に
三
十
才
以
下
の
若
い
人
達
に
と
っ
て
は
空
前
の
も
の

で
、
大
き
な
驚
き
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
か
ね
て
よ
り
豪
雨
災

害
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
き
た
私
は
、
昭
和
十
三
年
七
月
の
豪

雨
災
害
と
今
回
の
も
の
と
を
比
較
検
討
し
て
、
今
後
の
教
訓
と
す

る
こ
と
は
誠
に
有
意
義
な
こ
と
だ
と
思
う
。

神
戸
で
は
過
去
に
お
い
て
、
記
録
的
な
降
雨
が
長
時
間
襲
来
す

る
た
び
ご
と
に
、
裏
山
で
ガ
ケ
崩
れ
や
山
腹
崩
壊
が
生
じ
、
ま
た

そ
れ
に
と
も
な
う
土
砂
流
木
な
ど
が
流
出
す
る
河
川
、
ミ
ゾ
、

暗
渠
な
ど
の
溢
水
に
よ
る
災
害
が
、
神
戸
の
地
形
、
地
質
の
特
性

か
ら
発
生
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
十
三
年
災
害
以
降
、
築
造
せ
ら

れ
た
砂
防
ダ
ム
が
土
砂
の
流
出
防
止
に
大
き
な
役
割
り
を
果
し
た

が
、
他
面
、
宅
地
造
成
な
ど
に
よ
る
災
害
が
近
年
増
加
し
た
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。
山
腹
斜
面
な
ど
で
崩
壊
防
止
の
た
め
の
予
防
工

法
の
効
果
的
な
も
の
が
施
工
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
残
念
な
こ
と

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
一
言
す
る
。

斜
面
崩
壊
は
大
別
し
て
表
流
水
の
溢
流
に
よ
る
も
の
と
、
浸
透

水
の
貯
溜
に
よ
る
上
昇
水
面
が
斜
面
の
表
面
に
出
現
し
て
、
ち
ょ

う
ど
斜
面
に
．
〈
イ
ブ
を
つ
き
さ
し
て
、
ぬ
き
と
っ
た
あ
と
の
穴
か

ら
土
面
が
ゆ
る
ゑ
水
が
吹
き
出
す
．
ハ
イ
ピ
ン
グ
現
象
を
生
ず
る
こ

と
に
起
因
す
る
も
の
に
な
る
が
、
後
者
に
よ
る
も
の
は
瞬
間
的
に

斜
面
の
大
崩
落
を
起
こ
す
の
で
人
命
左
失
な
い
や
す
い
。
降
雨
の

継
続
時
間
と
強
度
が
大
き
く
こ
の
種
の
崩
壊
に
関
係
が
あ
る
が
、

従
来
の
工
法
で
は
こ
の
崩
壊
を
防
ぐ
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
今

回
の
七
月
豪
雨
の
よ
う
に
比
較
的
う
す
い
斜
面
の
崩
落
を
み
た

が
、
十
三
年
七
月
の
水
害
の
も
の
の
よ
う
に
表
土
層
の
厚
い
も
の

ま
で
も
が
大
崩
壊
を
生
じ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
種
の
崩
壊

透
水
の
浸
水
面
が
、
斜
面
に
浸
出
し
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
防
止
は

可
能
で
あ
り
、
私
は
む
ず
か
し
い
工
法
で
は
な
い
と
思
う
。

理
に
叶
っ
た
工
法
の
研
究
成
果
の
早
期
実
施
を
強
く
望
む
と
と

も
に
県
市
当
局
、
災
害
対
策
で
、
復
旧
の
承
で
は
な
く
、
改
良
す
る

と
い
う
こ
と
を
重
視
し
て
、
予
算
そ
の
他
に
と
ら
わ
れ
ず
、
合
理
的

な
工
法
に
対
し
て
、
勇
気
あ
る
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

米わたしの意見

Ｌ

蕊蕊蕊

田 中茂
く神戸大学教授･ 工学博士＞
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’
1５

私
の
先
生
は
先
年
亡
く
な
ら
れ
た

が
、
吉
田
秋
光
と
い
っ
て
、
帝
展
時
代

に
一
科
（
日
本
画
）
で
活
躍
さ
れ
た
温

厚
な
方
で
あ
る
。
美
術
学
校
で
は
故
松

岡
映
丘
先
生
の
教
室
で
学
び
、
学
友
に

故
蔦
谷
竜
岬
、
故
矢
沢
弦
月
、
現
在
日
展

の
川
崎
小
虎
な
ど
の
先
生
方
が
い
た
。

先
生
の
庭
は
秋
と
も
な
る
と
錦
繍
の

色
美
し
く
、
先
生
の
雅
号
の
よ
う
に
、

く
ま
な
く
秋
光
に
包
ま
れ
る
。

ま
づ
朝
顔
が
苦
の
茎
に
か
ら
ん
で
、

露
を
含
め
ば
、
萩
が
紅
の
小
花
を
散
ら

し
、
桔
梗
、
撫
子
、
女
郎
花
、
吾
亦
紅
、

秋
に
想
う

宮
地
孝
絵
も

八
洋
画
家
Ｖ 随 想三題

秋
人
と
い
う
年
輩
の
記
者
だ
っ
た
。

私
も
〃
秋
″
と
い
う
字
を
つ
か
っ
て

自
分
の
雅
号
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
た

が
、
つ
い
に
で
き
な
い
で
油
に
転
向
し

て
し
ま
っ
た
。

昔
読
ん
だ
教
育
書
の
な
か
に
、
〃
芸

術
家
が
敏
感
で
あ
る
こ
と
の
必
要
は
言

う
ま
で
も
な
い
が
、
学
校
の
先
生
も
敏

感
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
″
と
あ
っ

て
、
「
ｌ
む
ん
む
ん
と
草
い
き
れ
の

す
る
夏
草
の
む
ら
が
り
か
ら
も
何
と
な

く
秋
を
感
じ
ま
す
ｌ
」
と
い
う
意
味

の
或
る
小
学
校
先
生
の
手
紙
の
一
節
を

あ
げ
て
、
盛
夏
に
秋
を
感
じ
る
敏
感
さ

を
褒
め
て
い
た
．
ｌ
秋
き
い
と
目
に

ば
さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
ｌ
の
敏
感

さ
で
あ
る
。

日
本
人
は
、
由
来
も
の
の
あ
わ
れ
を

感
じ
る
敏
感
な
人
種
で
あ
る
。

も
の
の
あ
わ
れ
は
秋
に
き
わ
ま
る

見
渡
せ
ば
花
も
も
み
ぢ
も
な
か
り
け

り浦
の
と
ま
や
の
秋
の
夕
暮
れ

、
、
、

静
寂
と
清
浄
の
中
に
あ
わ
れ
が
あ
る

日
本
人
が
、
か
つ
て
育
て
て
き
た
精

神
生
活
の
な
か
Ｑ
も
の
の
あ
わ
れ

は
、
静
寂
と
清
浄
を
求
む
く
く
も
な
い

現
代
人
の
な
か
で
、
次
第
に
薄
れ
、
忘

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

私
自
身
こ
こ
十
数
年
来
、
季
節
の
感

情
を
味
わ
わ
ず
に
過
ご
し
て
き
た
。
秋

と
て
も
、
も
の
の
あ
わ
れ
を
感
じ
る
秋

で
な
く
、
血
ま
な
こ
に
な
っ
て
絵
を
描

り
ん
ど
う
、
紫
苑
等
の
花
が
つ
つ
ま
し

く
咲
い
て
、
全
庭
に
秋
の
気
配
が
帳
る
。

或
る
と
き
、
私
を
含
め
て
悪
弟
子
が

二
、
三
人
で
、
奈
良
の
秋
に
旅
し
、
公
園

の
奥
に
あ
っ
た
春
日
様
式
の
小
さ
な
桐

を
、
三
人
共
謀
し
て
盗
取
り
、
東
京
に

持
ち
帰
っ
て
、
先
生
の
庭
の
、
赤
松
の

根
元
に
お
い
た
。

そ
の
年
だ
っ
た
か
、
先
生
は
、
こ
の

庭
を
題
材
に
、
六
曲
一
双
の
「
秋
の
け

は
い
」
と
い
う
作
品
を
制
作
さ
れ
た
。

そ
の
作
品
の
一
部
を
、
当
時
十
九
才
だ

っ
た
私
は
、
感
激
を
も
っ
て
お
手
伝
い

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
作
品
が
特
選

に
な
り
、
そ
れ
が
若
い
私
に
は
自
分
が

受
賞
し
た
よ
う
に
う
れ
し
く
、
誇
ら
し

か
っ
た
。

秋
光
先
生
は
あ
る
婦
人
雑
誌
の
小
説

の
挿
絵
を
た
の
ま
れ
て
描
い
た
こ
と
が

あ
る
。
そ
れ
を
頼
み
に
き
た
の
が
中
村
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ま
す
。
私
が
創
り
出
す
人
形
の
一
つ
一

つ
が
過
去
を
昇
華
し
、
新
し
い
生
命
を

つ
く
り
出
し
て
く
れ
る
の
で
す
。

×
×
×

わ
た
し
は
歩
い
て
い
く

私
自
身
を
み
つ
め
る
に
ふ
さ
わ
し

い
夜
道
を

な
ん
と
い
う
や
さ
し
い
月
の
光

私
自
身
を
見
つ
め
る
に
ふ
さ
わ
し

い
夜
道
を

な
ん
と
い
う
や
さ
し
い
月
の
光

う
つ
り
ゆ
く
自
然
と
人
生
の
あ
わ

れ
を

そ
れ
と
な
く
私
の
胸
に
う
っ
た
え

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
月

あ
き
か
ぜ
の

身
に
し
む
夜
半
に

わ
た
し
は
ひ
と
り
の
か
な
し
い

た
ま
し
い
を

抱
き
し
め
つ
つ

×
×
×

自
然
が
人
間
に
さ
び
し
さ
を
あ
た
え

て
い
る
の
に
は
深
い
意
味
が
あ
り
そ
う

一

く
秋
で
し
か
な
か
っ
た
。
美
術
の
秋
は

絵
描
き
に
と
っ
て
戦
の
秋
で
あ
る
。

、
、

現
代
の
大
き
な
虚
像
の
前
に
、
あ
わ

、れ
を
思
う
ゆ
と
り
が
全
く
失
わ
れ
て
お

り
は
し
な
い
か
。
春
に
は
春
の
、
夏
に

、
、
、

は
夏
の
、
秋
に
は
秋
の
あ
わ
れ
を
思
う

心
の
ゆ
と
り
を
、
も
う
一
度
私
た
ち
の

生
活
の
な
か
に
と
り
も
ど
し
た
い
も
の

で
あ
る
。

秋畑
マ
ス
子

八
人
形
教
室
主
宰
Ｖ

わ
た
し
は
ひ
と
り

黙
交
と
歩
い
て
い
く

秋
風
の
身
に
し
み
る
夜
半
に

の
み
ち

細
い
ひ
と
す
じ
の
野
路
に
は

ひ
と
か
げ
も
な
い

そ
の
野
路
を
し
ず
か
に
包
む

月
の
光
が

私
に
幼
い
日
を
お
も
い
出
さ
せ
て

く
れ
る

×
×
×

私
の
人
形
制
作
へ
の
夢
は
、
幼
な
心

の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
、
メ
ル
ヘ
ン
の
夢

と
詩
を
、
恋
の
よ
ろ
こ
び
と
さ
い
わ
い

を
歌
わ
せ
語
ら
せ
、
そ
し
て
生
命
の
く

る
し
み
と
生
活
の
は
げ
し
さ
を
表
現
す

る
と
共
に
、
私
た
ち
の
実
存
的
な
生
活

か
た
ち

を
人
形
の
象
に
お
い
て
、
リ
ア
ル
に
表

出
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
も
っ
て
お
り

今
年
県
政
百
年
を
迎
え
た
兵
庫
県
は

海
か
ら
海
へ
つ
な
が
っ
た
数
少
な
い
県

で
あ
る
。
そ
の
兵
庫
県
を
端
か
ら
端
ま

と
ぎ
す
ま
さ
れ
た
人
間
の
知
性
が

自
ら
の
無
力
を
あ
き
ら
め
て

あ
え
て
大
地
に
ひ
れ
伏
す
祈
り

そ
れ
は
な
に
も
の
に
よ
っ
て

き
か
れ
る
の
か

さ
ま
よ
い
つ
つ

今
宵
も
あ
の
そ
ら
の

ふ
か
ゑ
に
た
ず
ね
る
ま
こ
と
よ

で
す
。さ

び
し
さ
の
深
み
か
ら
は
ぐ
く
ま
れ

る
も
の
、
そ
こ
に
深
い
芸
術
が
あ
り
宗

教
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

さ
び
し
さ
に
お
ぼ
れ
ず
し
て
さ
び
し

さ
を
生
か
す
こ
と
こ
そ
美
し
く
、
意
義

深
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

×
×
×

毎
秋
の
こ
と
な
が
ら
、
△
△
展
○
○

展
と
賑
や
か
な
美
術
の
秋
の
お
祭
り
が

始
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
も
の
を
創
る

も
の
に
と
っ
て
は
、
こ
と
さ
ら
に
ゆ
っ

く
り
と
さ
さ
や
か
な
も
の
の
あ
わ
れ

や
、
ひ
っ
そ
り
と
虫
の
音
を
楽
し
む
と

い
っ
た
秋
の
風
物
詩
に
ひ
た
る
ま
で
に

は
、
ひ
と
苦
労
も
、
ふ
た
努
力
も
味
わ

わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
七
月
八
月
の
う

だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
さ
中
、
汗
と
土
と

石
青
に
ま
み
れ
て
の
制
作
、
や
っ
と
一

段
落
し
て
ほ
っ
と
一
息
つ
い
た
と
き
、

い
つ
の
間
に
か
わ
た
し
の
好
き
な
秋
風

が
わ
た
し
の
ま
わ
り
を
通
り
す
ぎ
る
の

に
気
が
つ
く
の
で
す
。

海
か
ら
海
へ

兵
庫
県
縦
断
踏
破
・
学
術
調
査
隊

日
下
晃

八
武
庫
川
女
子
大
学
学
長
Ｖ

1６
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で
歩
い
て
象
た
ら
と
い
う
構
想
は
、
随

分
前
か
ら
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
去

年
の
九
月
神
戸
新
聞
か
ら
の
勧
め
も
あ

っ
て
、
県
政
百
年
を
機
会
に
実
行
し
て

承
よ
う
と
い
う
こ
と
に
決
定
。
早
速
準

備
に
と
り
か
か
っ
た
。

ま
ず
、
春
休
承
を
利
用
し
て
、
コ
ー

ス
を
決
め
る
た
め
の
偵
察
隊
を
送
り
、

五
月
始
め
に
は
、
神
戸
新
聞
社
と
県
教

1７

ス
で
姫
路
ま
で
行
き
、
縦
断
踏
破
に
踏

承
切
っ
た
の
で
あ
る
。
予
定
は
し
ば
し

ば
変
更
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
度

の
よ
う
な
大
が
か
り
な
踏
破
を
計
画

し
、
準
備
に
と
り
か
か
っ
た
以
上
、
延

期
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
中
止
す
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
う
し
た
悪
条
件
を
押
し

て
の
強
行
軍
で
あ
っ
た
。

七
月
七
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の
十

三
日
で
全
行
程
を
無
事
踏
破
し
た
隊
員

は
、
疲
れ
も
見
せ
ず
、
元
気
な
姿
で
帰

校
し
た
。
そ
の
間
に
は
、
南
淡
町
、
森

町
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
香
住
町
、
長

町
長
の
も
と
に
運
び
、
そ
の
後
香
住
町

長
か
ら
南
淡
町
長
に
返
書
を
送
り
、
近

く
姉
妹
提
携
す
る
と
い
う
親
善
の
役
目

も
果
し
、
成
功
裡
の
う
ち
に
〃
兵
庫
県

縦
断
踏
破
・
学
術
調
査
″
は
終
了
し

た
。何

の
事
故
も
起
こ
す
こ
と
な
く
、
ま

た
各
地
の
町
長
さ
ん
、
教
育
委
員
会
の

方
々
の
協
力
で
得
ら
れ
た
調
査
の
結
果

は
、
目
下
整
理
段
階
な
の
で
、
九
月
に

予
定
し
て
い
る
報
告
会
を
待
た
な
け
れ

ば
詳
細
は
掴
め
な
い
が
、
各
方
面
か

ら
、
多
大
の
期
待
を
寄
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
調
査
の
結
果
が
、
何
ら
か
の

意
味
で
役
立
て
ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
調
査
に
当
り
、
関
係
者

各
位
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
し
た
い
。

③
方
言
調
査
。
④
民
族
学
的
調
査
で
、

武
庫
川
女
子
大
学
の
山
岳
部
員
、
自
然

科
学
部
員
で
調
査
に
あ
た
っ
た
。

調
査
隊
は
〃
兵
庫
県
縦
断
踏
破
・
学

術
調
査
隊
″
と
名
付
け
、
そ
の
他
に
全

走
隊
、
サ
ポ
ー
ト
隊
を
設
け
た
。
全
走

隊
は
、
下
村
講
師
を
隊
長
と
し
て
、
隊

員
四
名
、
そ
れ
に
神
戸
新
聞
の
記
者
カ

メ
ラ
マ
ン
、
計
七
名
で
あ
る
。
サ
ポ
ー

ト
隊
は
各
六
名
づ
つ
の
三
隊
を
出
し
〃

学
術
調
査
隊
″
は
三
隊
に
分
れ
た
。
方

言
班
、
民
族
班
、
植
物
班
で
あ
る
。

方
言
班
、
民
族
班
は
自
転
車
で
、
植

物
班
は
、
バ
ス
と
徒
歩
で
あ
っ
た
が
、

何
し
ろ
、
自
転
車
と
い
っ
て
も
山
道
が

ほ
と
ん
ど
で
、
楽
で
は
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

ま
ず
、
出
発
は
七
月
七
日
、
午
時
七

時
三
十
分
神
戸
発
で
淡
路
島
へ
。
淡
路

島
を
踏
破
し
た
一
行
は
七
月
九
日
夕
明

石
へ
。
ち
ょ
う
ど
集
中
一
象
雨
の
折
で
、

ご
家
族
の
方
食
を
は
じ
め
、
関
係
者
一

同
の
心
配
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。

彼
女
達
は
、
明
石
に
や
っ
と
た
ど
り
着

い
た
の
は
い
い
が
、
電
車
が
不
通
に
な

っ
た
た
め
や
む
な
く
神
戸
新
聞
明
石
支

局
に
飛
び
込
承
、
宿
を
世
話
し
て
も
ら

っ
た
と
い
う
一
幕
も
あ
っ
た
。

十
三
年
振
り
の
集
中
豪
雨
で
、
七
月

十
二
日
の
県
政
百
年
記
念
式
典
も
、
ゴ

ム
長
靴
姿
で
出
席
す
る
よ
う
な
状
態
。

〃
調
査
隊
″
も
そ
ん
な
中
で
の
神
戸
出

発
で
、
歓
送
会
も
で
き
ず
そ
の
ま
ま
（

育
委
員
会
が
後
援
を
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
大
体
の
下
準
備

は
終
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
が

ま
た
大
わ
ら
わ
。
こ
う
い
う
計
画
は
、

そ
の
時
そ
の
場
所
に
行
っ
て
み
な
け
れ

ば
、
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
、
さ
っ
ぱ
り

見
当
が
つ
か
な
い
も
の
だ
。

テ
ー
マ
は
、
①
表
日
本
と
裏
日
本
の

植
物
分
布
の
境
界
と
そ
の
地
質
と
の
関

係
。
②
薬
草
の
採
集
と
民
間
薬
の
調
査

託
■
帥
■
卯
出
品
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☆
あ
る
集
い
☆
そ
の
足
あ
と

輪
の
会

伊
勢
田
史
郎

輪
の
会
は
昭
和
二
十
八
年
五
月
に
発

足
し
た
。
中
村
隆
が
八
黒
い
輪
Ｖ
な
ど

九
篇
の
詩
を
、
伊
勢
田
史
郎
が
八
影
Ｖ

な
ど
九
篇
の
詩
を
、
山
本
博
繁
が
小
説

八
窓
と
光
と
Ｖ
一
篇
を
、
貝
原
六
一
が

表
紙
・
カ
ッ
ト
を
、
八
輪
Ｖ
創
刊
号
に

書
い
て
い
る
。
当
初
の
同
人
は
こ
の
四

人
で
、
こ
の
号
の
後
記
に
中
村
は
次
の

よ
う
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

言
（
前
略
）
と
も
か
く
、
妙
に
深
刻

ぶ
っ
て
悲
壮
が
る
よ
り
は
ま
と
も
な
時

に
ま
と
も
な
顔
を
し
て
い
る
方
が
楽
だ

し
、
健
康
的
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、

ぼ
く
な
り
に
風
に
そ
よ
ぐ
詩
的
な
「
詩

」
を
探
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
（
中
略
）

と
も
か
く
「
○
Ｆ
シ
幻
月
国
」
を
廃
刊
し

た
埋
合
せ
と
、
個
交
の
利
害
関
係
が
偶

然
一
致
し
た
た
め
、
当
初
四
人
の
飲
承

代
を
た
め
て
二
、
三
カ
月
に
一
冊
宛
出

す
予
定
を
た
て
た
。
追
を
家
族
が
ふ
え

１
１８

１

一
夫
（
詩
）
直
原
弘
道
（
詩
・
批
評
）

な
か
．
け
ん
じ
（
詩
・
批
評
）
中
村
隆

（
詩
・
批
評
）
灰
谷
健
次
郎
（
詩
・
小

説
・
批
評
）
丸
本
明
子
（
詩
・
批
評
）

な
お
会
外
か
ら
の
寄
稿
も
毎
号
ほ
と
ん

ど
二
、
三
名
を
数
え
会
内
に
い
い
意
味

で
の
刺
激
を
あ
た
え
て
い
る
。
例
え
ば

二
十
三
号
（
四
十
二
年
七
月
）
で
い
う

な
ら
広
田
善
緒
の
批
評
活
動
、
鹿
狩
浩

の
訳
詩
（
Ｈ
・
リ
ー
ド
）
志
村
辰
夫
の

長
詩
な
ど
。
同
人
の
職
業
は
な
か
な
か

多
彩
で
、
商
店
主
、
大
学
教
教
、
小
学

教
師
、
不
動
産
業
、
会
社
員
、
銀
行
員
、

主
婦
な
ど
な
ど
で
社
会
人
と
し
て
の
活

動
も
地
道
に
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

同
人
の
ほ
と
ん
ど
が
詩
集
あ
る
い
は

評
論
集
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
未
刊
の

一
、
二
の
同
人
も
今
年
中
に
そ
の
第
一

詩
集
の
上
梓
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
今

後
の
輪
の
会
の
問
題
点
は
、
同
人
の
ひ

と
り
ひ
と
り
が
自
ら
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

に
ど
の
よ
う
に
取
り
く
ん
で
い
く
か
に

あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
が
、
ど
の

よ
う
に
会
に
反
映
し
て
い
く
か
、
に
あ

る
だ
ろ
う
。
会
活
動
の
飛
躍
的
な
発
展

は
充
分
期
待
さ
れ
る
の
だ
が
、
同
人
ひ

と
り
ひ
と
り
の
仕
事
が
着
実
に
開
花
し

結
実
し
得
な
い
で
終
る
な
ら
ば
、
会
活

動
の
み
の
発
展
な
ど
と
い
う
こ
と
は
無

意
味
な
あ
だ
花
の
展
覧
と
い
っ
た
も
の

に
す
ぎ
な
い
だ
ろ
う
か
ら
。

☆
輪
の
会
・
神
戸
市
兵
庫
区
東
山
町
二

丁
目
二
二
四
中
村
隆
方

れ
ぱ
、
そ
れ
だ
け
飲
み
代
が
浮
く
と
い

う
算
術
で
あ
る
（
後
略
）
雲

輪
の
会
に
は
特
に
規
約
と
か
綱
領
は

な
い
。
一
人
一
党
だ
。
だ
が
同
人
の
間

の
底
に
流
れ
て
い
る
あ
る
共
通
の
想
念

（
あ
え
て
思
想
と
は
い
わ
な
い
）
が
あ

る
。
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
い
う
な
ら

ば
人
間
存
在
の
不
安
と
か
、
人
間
の
根

元
に
よ
こ
た
わ
る
未
分
な
も
の
を
掘
り

お
こ
そ
う
と
す
る
努
力
を
、
詩
、
小
説

批
評
、
絵
画
の
な
か
に
お
い
て
実
践
し

よ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
え
る
の
で
は

な
い
か
。
八
輪
Ｖ
超
号
（
昭
和
四
十
年

四
月
）
で
行
っ
た
雲
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
反

対
雲
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、
神
戸
Ｉ
大
阪

徹
夜
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
デ
モ
参
加
（
個
人

参
加
）
な
ど
は
芸
術
の
な
か
だ
け
で
は

表
現
し
得
な
い
何
も
の
か
が
噴
き
あ
げ

溢
れ
で
た
も
の
で
で
も
あ
ろ
う
か
。
ま

た
、
最
近
、
な
か
．
け
ん
じ
、
中
村
、

伊
勢
田
の
三
名
は
広
島
に
出
か
け
て
ゆ

き
原
爆
資
料
館
な
ど
に
強
烈
な
印
象
を

受
刻
さ
れ
て
帰
っ
て
き
た
が
、
会
内
に

基
金
を
設
け
、
た
と
え
小
数
の
人
に
対

し
て
で
も
い
い
か
ら
ヒ
ロ
シ
マ
に
行
く

た
め
の
旅
費
を
負
担
し
よ
う
と
案
を
練

っ
て
い
る
。

次
に
現
在
の
同
人
名
を
あ
げ
る
。

赤
松
徳
治
（
詩
・
訳
詩
ｌ
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
詩

Ｉ
・
批
評
）
伊
勢
田
史
郎
（
詩
・
批
評
）

岡
見
裕
輔
（
詩
・
小
説
・
批
評
）
海
尻
巌

（
詩
・
批
評
）
各
務
豊
和
（
詩
・
批
評
）

貝
原
六
一
（
絵
画
）
北
見
哲
哉
（
詩
・

批
評
）
桑
島
玄
二
（
詩
・
批
評
）
里
見
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1９

カスカードさんちか進出／
記念謝恩セール
粗品進呈←９月末迄

；羊菓子・パンの新星として今評判のカスカードがグレ

イ卜さんちかに進出いたしました。今後ともお客さま
の食生活の ; 閏いになりたいと念願しております。

カスカードさんちか店＝グレイ卜さんちか･ ＴＥＬ〈3 9 > ３７５５

＝蜜麹kSCAD‘
カズカーガz g ’

本店

支店

三宮センター街ＴＥＬ

三宮初 1 筋店ＴＥＬ
垂水国鉄ショッピングセンター店ＴＥＬ
甲 南店ＴＥＬ

<３３＞

<３９＞

<７６＞

<４１＞

2９９３

８５３０

１９６４

２３０８

識 灘

★☆★★★★★★
靴と舶来雑貨
☆★☆☆☆★

議灘覇蕊溺騨

ク 圏ス
舶来雑貨神戸トア・ロードＴＥＬ⑲1 7 8 1 ( 代）
婦人靴三宮地下街( さんちかレディスタウン）

大阪阪神百貨店ＴＥＬ3 6 1 - 1 2 0 1

京都丸物百貨店ＴＥＬ⑯１１１１⑳１
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③

Ｆヂ. ■ｆ, ■

ＯとＳＨＩＢＡＴＡ
ｅｓ柴田音吉洋服店、= 〆 洋

神戸・元町通４丁目神戸3 4 - 0 6 9 3
大阪も高麗橋２丁目大阪2 3 1 - 2 1 0 6

l ８７０ＳＩＮ

ＢＥＲＬＩＮ
ＧＩＮＡＬＰＥＬＯ

日本販売元

元町バザと
窯: 撫患漆淵捌i 綱

2０
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